
宮武　剛

こ
の
非
道
を
二
度
と
許
す
な

．．

ＧＨ「恵」に連座制

論
説

　
グ
ル

プ
ホ

ム
︵
Ｇ
Ｈ
︶

は
デ
ン
マ

ク
で
誕
生
し
た


知
的
障
害
者
の
大
規
模
施
設
が

管
理
・
監
視
に
偏
り

入
居
者

の
自
由
と
権
利
を
奪

た
反
省

か
ら
生
ま
れ
た


　
自
宅
で
暮
ら
せ
な
い
人
々
に

少
人
数
で
家
庭
的
な
環
境
を
整

え
る

普
通
に
暮
ら
す
﹁
ノ


マ
ラ
イ
ゼ

シ

ン
﹂
の
理
念

と
実
践
で
あ
る


　
代
表
的
な
提
唱
者

バ
ン
ク


ミ
ケ
ル
セ
ン
は
第
二
次
大
戦

中

ド
イ
ツ
・
ナ
チ
ス
の
侵
略

に
対
す
る
抵
抗
運
動
で
捕
ら
わ

れ
た

収
容
所
の
過
酷
さ
と


優
生
手
術
も
横
行
し
た
知
的
障

害
者
施
設
の
非
人
道
性
と
は
本

質
的
に
同
じ
と
断
じ
た


　
日
本
で
も
デ
ン
マ

ク
と
同

時
期
に
Ｇ
Ｈ
の
原
型
が
自
然
発

生
的
に
生
ま
れ
た

近
藤
原
理

げ
ん
り

さ
ん
は
１
９
６
２
年

長
崎
県

佐
々
町
の
自
宅
で
知
的
障
害
者

６
人
と
自
給
自
足
を
目
指
す

﹁
な
ず
な
園
﹂
を
始
め
た

翌

年

江
尻
彰
良

あ
き
よ
し

さ
ん
は
愛
知
県

瀬
戸
市
の
自
宅
敷
地
に
﹁
は
ち

の
す
﹂
寮
を
建
て
た

い
ず
れ

も

ち


と
大
き
な
家
族
と

し
て
地
域
に
溶
け
込
み
働
き
暮

ら
す
取
り
組
み
だ

た


　
デ
ン
マ

ク
に
住
む
千
葉
忠

夫
バ
ン
ク

ミ
ケ
ル
セ
ン
記
念

財
団
理
事
長
が
一
時
帰
国
し
本

紙
コ
ラ
ム
﹁
一
草
一
味
﹂
に
寄

稿
さ
れ
た

そ
の
７
月
９
日
号

に
障
害
者
Ｇ
Ｈ
を
全
国
展
開
す

る
株
式
会
社
の
不
正
行
為
が
並

ん
で
報
道
さ
れ
た

何
と
も
複

雑
な
思
い
に
な
る


　
恵
︵
本
社
東
京
港
区

代
表

取
締
役

中
出
了
輔
︶
は
全
国


都
県
で
約
１
０
０
カ
所
の
Ｇ

Ｈ
を
運
営

利
用
者
は
約
２
０

０
０
人︵
名
称
は﹁
ふ
わ
ふ
わ
﹂

な
ど
︶

ま
ず
愛
知
県

名
古

屋
市
が
勤
務
実
態
の
な
い
職
員

報
酬
の
請
求
や
食
材
費
の
過
大

徴
収
で
５
カ
所
の
事
業
者
指
定

を
取
り
消
し
た

厚
生
労
働
省

は
組
織
的
と
判
断

障
害
者
総

合
支
援
法
の
﹁
連
座
制
﹂
を
適

用
し

他
の
Ｇ
Ｈ
も
順
次
６
年

ご
と
の
指
定
更
新
を
認
め
な

い


　
昼
食
は
ネ
ギ
が
浮
い
た
イ
ン

ス
タ
ン
ト
ラ

メ
ン

夕
食
の

ご
飯
は
丼
に
半
分
程
度

各
施

設
へ
配
分
の
食
材
費
は
徴
収
額

の
３
分
の
１
程
度

全
国

施

設
で
総
額
３
億
円
近
い
過
大
徴

収

愛
知
県

施
設
で
は
約
４

億
５
０
０
０
万
円
の
人
件
費
な

ど
の
不
正
請
求
が
判
明
し
た


　
昨
春

愛
知
県
は
不
正
を
報

告
し

厚
労
省
は
改
善
を
勧
告

し
た
が

﹁
法
令
等
順
守
の
認

識
が
不
十
分
﹂
﹁
虐
待
事
案
が

発
生
﹂
﹁
膨
大
な
法
令
違
反
事

実
﹂
︵
プ
レ
ス
リ
リ

ス
︶
な

ど
と
行
政
文
書
と
し
て
異
例
の

怒
り
を
に
じ
ま
せ
る


　
当
然
な
が
ら
刑
事
罰
も
待
ち

受
け
る
が

緊
急
の
課
題
は
入

居
者
の
落
ち
着
き
先
だ

厚
労

省
自
治
体
社
会
福
祉
法
人


社
会
福
祉
協
議
会
な
ど
地
域
の

総
力
を
挙
げ
て
ほ
し
い

入
居

者
を

人
質

に
と
ら
れ

人

権
侵
害
の
責
任
者
ら
を
居
座
ら

せ
て
は
な
ら
な
い


　
障
害
者
Ｇ
Ｈ
は
１
万
カ
所
を

超
え

営
利
法
人
の
参
入
も
目

立
つ

Ｇ
Ｈ
の
理
念
や
歴
史
を

知
ら
な
い
運
営
者
や
職
員
も
少

な
く
な
い
だ
ろ
う

事
業
者
指

定
前
の
研
修
や
管
理
者
・
職
員

教
育
の
義
務
化

定
期
と
抜
き

打
ち
の
検
査
な
ど
参
入
と
運
営

に
厳
格
化
が
必
要
な
時
代
で
は

な
い
か
　︵
本
紙
論
説
委
員
︶

み
や
た
け
・
ご
う
　
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
福
祉

フ


ラ
ム
・
ジ

パ
ン
副
会
長

学
校

法
人
・
社
会
医
学
技
術
学
院
顧
問


